












































































































査はカイロン社製のProcleix Ultrio ABD kitを用いてTMA法で京都
の血液管理センターで実施した。検査業務が九州センターに集約さ
れた平成20年1月1日から平成24年12月31日までの5年間にCLEIA法
（CL4800）でC.O.Iの上限である15.0となった検体、もしくはWB法、
NATにて陽性となった検体について年齢、性別、地域性、他感染
症との重複感染の有無等を調査した。また、合わせてCLEIA法にて
C.O.I 15.0かつWB法、NATともに陽性とならなかった検体について
も検討を行った。
【結果】血清学的検査では年間約200件以上が陽性となり、WB法
及びNATで陽性が確認できるものが10件以上確認されている。ま
た、WB法及びNATで陽性となったもののうち、約半数でB型肝炎、
梅毒との重複感染が疑われた。年齢は平均35.5才、性別は男性が
95.9％を占め、30代の男性が最も多い結果となった。また、九州で
は福岡県が最も多く、次いで沖縄県、鹿児島県となった。
【考察】以前に比べ報道等にてHIVの話題が少なくなった昨今であ
るが、献血者の陽性数をみると決して減少傾向にあるというわけで
はないといことが分かった。
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